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 国道２４号は、京都市を起点として、奈良県を縦断し、和歌山市に

至る延長１４０ｋｍの主要幹線道路です。 
 国道２４号は奈良県内の広域的な南北交通を受け持つ唯一の幹線道

路であり、近年の交通量の増加や地域開発に伴い日常的に交通混雑が

発生し、地域の人々の生活にも影響を及ぼしています。 
 京奈和自動車道は京都・奈良・和歌山の拠点都市の連携強化の役割

を担う、延長約１２０ｋｍの高規格幹線道路で、関西大環状ルートの

一部となり、京滋バイパス、第二名神、西名阪自動車道、大和高田バ

イパス、阪和自動車道など既存の高速道路や国道と相互に連携するこ

とにより、関西圏の外郭環状機能を持ったネットワークを形成し、近

畿大都市圏での時間短縮を実現する道路です。 
 大和御所道路は京奈和自動車道の一部として、奈良県大和郡山市伊

豆七条町から五條市居傳町に計画された延長２７．２ｋｍの自動車専

用道路（一部区間は一般部併設）で、奈良県内においては、国道２４

号の交通混雑の緩和、交通安全の確保、及び生活圏・活動圏拡大によ

る沿線地域の活性化に寄与する高規格幹線道路です。 

事 業 の 目 的 
○ 京都～奈良～和歌山の拠点都市間の連携強化 

○ 交通混雑の緩和、交通安全の確保 

○ 生活圏・活動圏拡大による沿線地域の活性化 

京奈和自動車道位置図
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・ 起終点    自）奈良県大和郡山
やまとこおりやま

市伊豆
い ず

七条
しちじょう

町 

至）奈良県五條
ごじょう

市居傳
い で

町 
・ 計画延長   Ｌ＝２７．２ｋｍ 
 

大和区間 Ｌ＝１３．８ｋｍ 
御所区間 Ｌ＝１３．４ｋｍ 

 
・ 幅員     大和区間 Ｗ＝３８．０ｍ 

御所区間 Ｗ＝２２．０ｍ 
 
・ 構造規格   第１種第２級（専用部） 

第３種第２級（一般部：大和区間） 
 
・ 設計速度   １００ｋｍ／ｈ（専用部） 

６０ｋｍ／ｈ（一般部：大和区間） 
 
・ 車線数    専用部：４車線 

一般部：４車線（大和区間） 
 
・ 全体事業費  約４，６００億円 

計 画 の 概 要 
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・ 計画図 
 
 
 

 
 
・ 標準断面図 
 ■大和区間 

高架部

 
                  ※一部、環境施設帯を設ける区間あり 

 ■御所区間 
高架部 トンネル部

 

大和御所道路 Ｌ=２７．２km 

大和区間 Ｌ=１３．８km 御所区間 Ｌ=１３．４km 

至 京都 

至 和歌山

(
終)

 

五ご

條
じ
ょ
う

市し

居
傳

い

で

町
ち
ょ
う 

(

起)
 

大
和
郡
山
市

や
ま
と
こ
お
り
や
ま
し 

伊
豆

い

ず

七

条

し
ち
じ
ょ
う

町
ち
ょ
う 

専用部供用 L=7.8km

平成 18 年 4 月 15 日
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１．事業の経緯 

・昭和 47 年度  事業化 橿原バイパス L=13.8km 

・昭和 48 年４月 都市計画決定 

・昭和 58 年７月 田原本町十六面～橿原市土橋町 

L=2.9km 暫定２車線供用 

・昭和 59 年８月 田原本町十六面 L=0.64km 暫定２車線供用 

橿原市土橋町～曲川町 

 L=2.2km 暫定２車線供用 

・平成元年８月  橿原市曽我町真菅～曲川町 L=1.88km ４車化 

・平成元年度   京奈和自動車道として基本計画決定 

（橿原バイパス区間を含む） 

・平成３年７月  都市計画決定（御所区間） L=13.4km 

・平成４年度   事業化 大和御所道路 L=27.2km 

用地着手（大和区間） 

・平成６年度   工事着手（大和区間） 

・平成８年 11 月 都市計画変更（大和区間） L=13.8km 

・平成 10 年度  用地着手（御所区間） 

・平成 16 年３月 一般部（橿原市曲川町～新堂町） 

 L=1.4km ４車線供用  

・平成 18 年４月 専用部（郡山ＩＣ～橿原北ＩＣ） 

 L=7.8km ４車線供用 

一般部（大和郡山市伊豆七条町 

～天理市二階堂北菅田町） 

    L=1.7km ４車線供用 

一般部（橿原市小槻町～土橋町） 

 L=0.7km ４車化 

・平成 18 年８月 一般部（天理市二階堂北菅田町 

～天理二階堂南菅田町） 

  L=0.5km ４車線供用 

 

事業の経緯及び進捗状況 
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２．事業の進捗 

 ・事業進捗率（平成１７年度末現在） 

 ７６．３％（大和区間） 

 １３．９％（御所区間） 

 ５３．１％（大和御所道路） 

 

 ・用地取得率（面積ベース、平成１８年６月１日現在） 

 ９４．８％（大和区間） 

 ７５．２％（御所区間） 

 ８６．３％（大和御所道路） 

 

 ・平成１８年４月１５日 大和区間（専用部）郡山南ＩＣ～橿原北

ＩＣ間（L=7.8km）部分供用 

 

３．関係機関との調整等 

大和御所道路は、既に橿原バイパスとして事業中であった大和

区間と平成３年に都市計画決定された御所区間とを合わせ、平

成４年度に大和御所道路として事業化し、平成１８年４月１５

日には大和区間専用部（郡山南ＩＣ～橿原北ＩＣ）の部分供用

を行ったところですが、これまでに用地買収に伴う公図訂正、

用地取得が難航した箇所では、土地収用法に基づく手続きを行

うなど用地取得に期間を要しました。また、全線に渡って埋蔵

文化財が分布しているため、文化財調査にも期間を要してきま

した。 

残る区間についても、用地買収、埋蔵文化財調査、設計協議

の円滑な推進を図るため、関係機関との調整を進めていきます。 
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現在の状況 

 
※西名阪 JCT，三宅 IC，田原本 IC，橿原・大和高田 IC，御所 IC および御所南 IC の名称は仮称 

 
 

大和区間 御所区間 
①郡山南ＩＣ付近 ③橿原・大和高田ＩＣ付近 

②橿原北ＩＣ付近 ④御所南ＩＣ付近 

至 京都 

至 和歌山 

④
③

至 和歌山 

至 京都 

（橿原市東坊城町） 

（橿原市川西町） 

（大和高田市根成柿） 

御所南ＩＣ 

至 和歌山 

至 京都 

（御所市池之内） 

（御所市室） （御所市条） 

至 和歌山 

至 京都 

至 京都 

至 和歌山 

橿原北ＩＣ 

郡山南ＩＣ 

（天理市 

二階堂北菅田町） 

（大和郡山市 

八条町） 

（大和郡山市宮堂町）

（田原本町満田） 
（田原本町矢部） 

（橿原市飯高町） 

（橿原市小槻町） 

①

②

大和区間 L=13.8km 御所区間 L=13.4km 
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１．社会的背景 
【沿線市町の人口】 

・大和御所道路の沿線市町の人口は近年減少傾向にあります。 

 

 

 
 

1.00

1.02
1.03

1.04 1.041.00

1.05

1.10
1.11

1.09

1.00

1.02

1.07 1.07

1.05

0.95

1.00

1.05

1.10

1.15

S60 H2 H7 H12 H17

近畿 奈良県 沿線市町

                    出典：国勢調査（総務省統計局） 

 
【自動車保有台数の推移】 

・大和御所道路沿線市町の人口千人当たりの自動車保有台数は、近

畿平均を大きく上回っており、自動車への依存度が高い地域であ

ることを示しています。 

 

513

568

510508505502

559555549544

599
591587581575

450

500

550

600

H12 H13 H14 H15 H16

（
台
／
千
人
）

近畿 奈良県 沿線市町

     出典：自動車保有車両数月報（自動車検査登録協力会）、国勢調査、奈良県統計年鑑 

事業を取り巻く社会状況 

〈沿線市町〉 

   大和郡山
やまとこおりやま

市、天理
てん り

市、橿原
かしはら

市、大和高田
やま と た か だ

市、御所
ご せ

市、 

五條
ごじょう

市、磯城
し き

郡（川西
かわにし

町、三宅
みや け

町、田原本
たわらもと

町） 

沿線市町の人口の推移（Ｓ６０を１．００として指数化） 

沿線市町の自動車保有台数の推移
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２．沿線の交通状況 
【国道２４号の渋滞ポイント】 

・大和平野地域では、一般国道２４号にかかる負担が極めて重く、

渋滞ポイントの連続などにより慢性的な渋滞が発生しています。 

・御所区間に並行する葛城市、御所市域においては、信号交差点が

短い間隔で設置されており、慢性的に速度低下が生じています。 

・現在は、大和区間の開通により、国道２４号の交通量が減少し、

渋滞ポイントはほぼ解消しました。 

 

北宇智工業団地

テクノパークなら

川西町

橿原市

葛城市

御所市

五條市

高取町

大淀町

下市町

明日香村

太子町

河南町

千早赤阪村

大和高田市

安堵町

三宅町

広陵町

上牧町

王寺町

柏原市

平群町

斑鳩町

大和郡山市

三郷町

香芝市

田原本町

奈良県

大阪府

大阪府

河合町

Ｎ

主
国
大
大

凡 例

西名阪ＪＣＴ

郡山南ＩＣ

三宅ＩＣ

田原本ＩＣ

橿原北ＩＣ

橿原・
大和高田ＩＣ

御所ＩＣ

御所南ＩＣ

五條北ＩＣ

渋滞
渋滞

天理ＩＣ

郡山ＩＣ

香芝ＩＣ

葛城ＩＣ

法隆寺ＩＣ

葛本町 

主要地方道
国　道
大和御所道路(事業中)
大和御所道路(既供用)

渋滞ポイント
渋滞方向

南六条

二階堂

嘉幡町 

庵治町

唐 古 

千代北 

兵部町 

曲川町東

東 室

御所橋南詰

写真① 

写真② 

東室

大和高田ＢＰ

曽大根

柿本
柿本北

北花内

北花内中

北花内南

新庄町

南花内

忍海北
忍海

駅前

忍海南

元町

東松本

御所駅北

御所駅前
御所駅南

柳田橋

済生会
　病院前

御所高校前

三室

御所橋南詰

Ｊ
Ｒ
和
歌
山
線

近
鉄
御
所
線

近
鉄
新
庄
駅

忍
海
駅

近
鉄
御
所
駅

大
和
新
庄
駅

御
所
駅

国
道
2
4
号

速
度
低
下
の
顕
著
な
区
間
 
L
=
4
.
5
k
m

信
号
交
差
点
：
2
5
箇
所
（
1
8
0
m
に
１
箇
所
）

16.612.3

24.3
45.4

11.5

17.1
8.6

24.8
12.7

10.0

8.8
11.7
34.2
34.2

19.6

21.1

14.9

31.0
35.3
21.4
9.9

23.6

30.4

速度 (km/h) 速度 (km/h)

8.6

16.8
20.6

18.8

21.8
33.0
36.0

15.5

44.9
36.9
66.5

31.1
36.5

19.0

33.7

52.6

51.6
35.3

8.7
43.4

38.2

45.4

8.7

1020304050 10 20 30 40 50 60 70

①北花内交差点付近 

②新庄町交差点付近 

南    

行
北    

行

御
所
区
間
 
L
=
1
3
.
4
k
m
 

大
和
区
間
 
L
=
1
3
.
8
k
m
 

※速度低下とは 
 警察庁「交通情報の提供に関する指針」に規定されている「混雑」と表現すべき速度（20km/h以下）
の状態を速度低下と定義 

葛 本 
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【大和区間の渋滞ポイントの現状】 

 

 

 

 

 

川西町

橿原市

安堵町

三宅町

広陵町

田原本町

奈良県

西名阪ＪＣＴ

郡山南ＩＣ

三宅ＩＣ

田原本ＩＣ

橿原北ＩＣ

橿原・
大和高田ＩＣ

天理ＩＣ

郡山ＩＣ

隆寺ＩＣ

南六条

二階堂

嘉幡町

庵治町

千代北

兵部町

※調査日 
供用前：平成１７年１０月２７日（木）

供用後：平成１８年５月２４日（水） 

大
和
区
間

L
=
1
3
.
8
k
m

唐 古

葛 本

曲川町東 

南六条交差点

0 0
950

1,200

0

400

800

1,200

1,600

北側 南側

(m)

供用前 供用後

渋滞解消

供用前 供用後

二階堂交差点

0 0

400 450

0

100

200

300

400

500

600

北側 南側

(m)

供用前 供用後
供用前 供用後

渋滞解消

嘉幡町交差点

0 0450

750

0

200

400

600

800

1,000

1,200

北側 南側

(m)

供用前 供用後

供用前 供用後

渋滞解消

庵治町交差点

0 0
310

450

0

100

200

300

400

500

600

北側 南側

(m)

供用前 供用後

供用前 供用後

渋滞解消

唐古交差点

0 0 0

290

0

100

200

300

400

北側 南側

(m)

供用前 供用後

供用前 供用後

渋滞解消

整備前においても
国道２４号（北側）
の渋滞はなかった

千代北交差点

0 00 0
0

100

北側 南側

(m)

供用前 供用後 供用前 供用後

整備前においても
国道２４号（南北方向）
の渋滞はなかった

葛本交差点

400 460

200
300

0

100

200

300

400

500

600

北側 南側

(m)

供用前 供用後
供用前 供用後

渋滞緩和
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【国道２４号の交通事故発生状況】 

・御所区間の現道区間となる国道２４号の東室交差点から室交差点

間では、交通事故率は１８５件／億台キロと全国値の１．５倍と

なっています。 

 

 

北宇智工業団地

テクノパークなら

川西町

桜井

橿原市

葛城市

御所市

五條市

橋本市

高取町

大淀町

下市町

明日香村

太子町

河南町

千早赤阪村

河
内
長
野
市

大和高田市

安堵町

三宅町

広陵町

上牧町

王寺町

柏原市

平群町

斑鳩町

大和郡山市

三郷町

八尾市

香芝市

田原本町

奈良県

大阪府

大阪府

河合町

西名阪ＪＣＴ

郡山南ＩＣ

三宅ＩＣ

田原本ＩＣ

橿原北ＩＣ

橿原・
大和高田ＩＣ

御所ＩＣ

御所南ＩＣ

五條北ＩＣ

天理ＩＣ

郡山ＩＣ

香芝ＩＣ

太
子
ＩＣ

葛城ＩＣ

法隆寺ＩＣ

 
 

新堂
しんどう

 

東室
ひがしむろ

室
むろ

室
むろ

居傳
い で

町

南花内
みなみはなうち

 

御所
ご せ

駅南 

御
所
区
間
 
L
=
1
3
.
4
k
m
 

大
和
区
間
 
L
=
1
3
.
8
k
m
 109.8

119.5

185.2

0 50 100 150 200

東室交差点
～室交差点

奈　良　県

全　　　国

事故率（件/億台キロ）

全国値の

１.５倍

東室交差点～室交差点間の事故率

東
ひがし

室
むろ

11
9

12
11

7
7

9
8

6
0

3
3
3

0
1
2
2

0
0

1
0

2
3
2

0

051015
事故件数

８
６
件

/年
 

東室交差点付近 

居傳町交差点付近 

室交差点付近 

御所駅南 
交差点付近 

南花内交差点付近 

事故件数（平成 16 年度） 
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165

169

169

169

369
308 308

369

165

168

168

168

165

165

165

165

25

25

25

24

24

24

25

166

163 163 163

166

309

309

166

南阪奈道路

西名阪自動車道

第二阪奈有料道路第二阪奈有料道路

24

24
24

24

24

大阪府

奈良県

大和区間断面大和区間断面

御所区間断面御所区間断面

面
断
境
県

24

面面

( 主 ) 大阪生駒線
(

主)

線
鳩
斑
田
高
和
大

(

主)

線
鳩
斑
田
高
和
大

(

主)

線
芝
香
所
御

(

主)

線
芝
香
所
御

(

県)

線
田
高
和
大
合
河

(

県)

線
田
高
和
大
合
河

(

県)

線
所
御
田
高
和
大

(

県)

線
所
御
田
高
和
大

(

県)

線
陵
広
山
郡
和
大

( 主 ) 橿原高取線

【交通容量の不足】 

・大和御所道路区間の南北主要幹線の交通容量は、御所区間で１６

千台不足しています。 

・大和区間にでは、５２千台不足していましたが、専用部の部分供

用により容量不足が解消されています。 

県境断面

231
265

0

50

100

150

200

250

300

交通量 交通容量

（千台）

県境断面 

（出典：平成１７年度道路交通センサス）

大和区間断面

162 166

0

20

40

60

80

100
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140

160

180

交通量 交通容量

（千台）

大和区間断面 

御所区間断面

75
59

0

10

20

30

40

50

60

70

80

交通量 交通容量

（千台）

１６千台不足

御所区間断面 
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３．奈良県内の観光動向 

・県内には東大寺周辺地区、法隆寺周辺地区および平成１６年４月

に新たに登録された紀伊山地霊場と参詣道等の世界文化遺産や国

宝、重要文化財が多数存在し、国内でも有数の観光資源を有して

おり、修学旅行生等の多数の観光客が訪れます。 

近年は、３，５００万人程度の横ばいで推移しています。 

3,535 3,536 3,549 3,549 3,507

3,000

3,200

3,400

3,600

3,800

4,000

Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５

（
万
人
）

 

237
197

157

90 90

48

64

22

11 5

0

50

100

150

200

250

300

京　都 奈　良 滋　賀 兵　庫 大　阪

（
件
数
）

国宝

重要文化財

 

102

65
75

62
50

10

14
4

2

1

0

20

40

60

80

100

120

奈　良 京　都 福　岡 大　阪 北海道

（
件
数
）

特別史跡名勝

史跡名勝

奈良県の観光客数の推移 

全国の国宝・重要文化財数

（建造物）ベスト５ 

全国の史跡名勝数ベスト５ 

出典：文化庁

出典：文化庁

出典：奈良県統計年鑑 

※特別史跡名勝とは史跡名勝のうち特に重要なもの
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４．地域における計画 

 大和御所道路は、下記の計画に位置づけられています。 

 ・なら・半日交通圏道路網構想   （平成５年７月 奈良県） 

 ・平城遷都１３００年記念事業マスタープラン（事業構想） 

                   （平成１４年５月 奈良県） 

 ・やまと２１世紀ビジョン実施計画（平成 18 年～平成 22 年） 

                  （平成１８年３月 奈良県） 

 

 事業促進を要望する団体等 

   

期成同盟会等名称 会長 主な構成メンバー 

京奈和自動車道建設 

促進奈良県民会議 
奈良県商工会議所連合会会長 

広く県内各層を代表する団体 

８３団体 

京奈和自動車道整備 

促進期成同盟会 
奈良市長 

奈良県内の市町村 

１２市１５町１２村 

京奈和自動車道建設 

促進協議会 
奈良県知事 京都府、奈良県、和歌山県 

京奈和自動車道推進 

議員連盟 
田野瀬良太郎（衆議院議員） 

京都府、奈良県、和歌山県、 

大阪府選出の自由民主党議員 

 

 最近の動向 

 

平成１８年５月 京奈和自動車道整備促進期成同盟会総会にて、

大和御所道路未供用区間の早期完成及び京奈和

自動車道全線早期完成を要望。 

 

平成１８年７月 京奈和自動車道建設促進奈良県民会議総会に

て、京奈和自動車道全線の早期供用に向けた大

和北道路の都市計画の早期決定及び大和御所道

路の事業推進を要望。 

 

平成１８年７月 京奈和自動車道建設促進協議会決起大会にて、

京奈和自動車道の整備推進を要望 
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１．京奈和自動車道の整備効果 

京奈和自動車道の整備により、高規格道路ネットワークが形成さ

れ、京都、奈良、和歌山の拠点都市間の連携強化が図られ、京都市、

奈良市、和歌山市間の移動時間は、現在の一般国道２４号を利用し

た場合に比べて、約１７０分（６３％）短縮します。 
 
 

事 業 の 整 備 効 果 

 

N

Ｈ１７時点
（国道２４号を利用）

完 成時
（京奈和全線供用時）京都市

奈良市

和歌山市

京都市

奈良市

和歌山市

約８０分

約１９０分

約２７０分約２７０分

約３５分

約１００分約１００分

約６５分

約１７０分
短縮

京都市～奈良市～和歌山市の移動時間
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２．大和御所道路の整備効果 

【大和平野地域における交通の円滑化】 

大和御所道路と並行する国道２４号は、主要渋滞ポイントが９箇

所存在するなど、慢性的な交通渋滞が発生しています。 

大和御所道路の整備により、移動時間が短縮するとともに、通過

交通が当該道路に転換し、国道２４号の交通渋滞が緩和されます。 
 
●大和御所道路による効果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
国道２４号利用：６６分

大和御所道路利用：１６分

５０分短縮 

転換 

転換

開通前 ４２分 
開通後 ３２分 

H18.4.15 専用部開通（４車線）

 西名阪自動車道から新堂交差点の移動時間は、４２分でしたが

大和区間専用部の部分開通後は大和区間利用では２１分（21分短
縮）となり、国道２４号においても３２分（10分短縮）に短縮さ
れました 

速度低下区間

開通後 ２１分

大和区間専用部部分開通による所用時間の変化

※ 国道２４号走行時間は道路時刻表’05～’06により算出

※ 開通前は、平成 18年 3月 1日（水）に調査 
  開通後は、平成 18年 5月 24日（水）に調査 
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【なら・半日交通圏道路網構想の実現】 

奈良県の県庁所在地奈良市は県の最北部に位置し、県内で行われ

る会議や行政手続き等の活動が多数行われていますが、現状では往

復の移動に多大な時間を要しています。 
大和御所道路の整備により移動時間が短縮し、奈良市から大和平

野の南端の五條市までの移動時間約９０分が約３０分に、県最南端

の十津川村までの移動時間約２１０分が約１２０分に短縮され、県

内の各種活動の効率化が図られ、「なら・半日交通圏道路網構想」の

実現に寄与します。 
 
 〈 京奈和自動車道整備前 〉 〈 京奈和自動車道整備後 〉

※「なら・半日交通圏道路網構想」 
  奈良県が道路整備の長期計画として平成５年に策定

京

奈

和

自

動

車

道

京

奈

和

自

動

車

道

奈良市

五條市

十津川村

210分圏

180分圏

150分圏

120分圏

90分圏

60分圏

30分圏

奈良市

五條市

十津川村

120分圏

90分圏

60分圏

60分圏

30分圏
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【高度医療施設への搬送時間短縮】 

京奈和自動車道の整備により、第三次救急医療施設３０分到達圏域

が拡大され、五條市から橿原市内の奈良県立医科大学附属病院までの

搬送時間が約１／３に短縮されます。 

 

京奈和自動車道の整備による第三次救急医療施設３０分到達圏域 

五條市五條市

京都府

奈良県

大阪府

和歌山県

近畿大学医学部
　　　附属病院

奈良県立奈良病院

奈良県立医科大学附属病院
近畿大学医学部
　　　附属病院

日本赤十字和歌山
医療センター
日本赤十字和歌山
医療センター

奈良県立奈良病院
近畿大学医学部
　　　奈良病院
近畿大学医学部
　　　奈良病院

奈良県立医科大学附属病院

和歌山県立医科大学
　　　　　附属病院
和歌山県立医科大学
　　　　　附属病院

搬送時間：４８分

搬送時間：１６分
距　　離：２２km

搬送時間：４８分

搬送時間：１６分
距　　離：２２km

大
和
御
所
道
路

大
和
御
所
道
路

30分到達圏域（計画）

30分到達圏域（現況）

第三次救急医療施設

京奈和自動車道
【凡例】

五條市から最も近い第三次救急医療

施設までの搬送時間 

五條市 
奈良県立医科

大学附属病院
※五條市役所 ※橿原市 

４４８８分分  ⇒⇒  １１６６分分  
                  （（距距離離 LL==２２２２kkmm））  

五條
ごじょう

道路～大和
やま と

御所
ご せ

道路（御所
ご せ

区間）～大和高田
やま と た か だ

BP

※第三次救急医療施設とは、脳卒中、心筋梗塞、頭部

外傷等の重篤な患者を 24 時間 体制で受け入れ、高

度の診療を提供する救急救命センター等の医療施設

第三次救急医療施設３０

分到達圏の増加人口 

１６万人 

カーラーの救命曲線 

※多量出血後約３０分で５０％死亡 
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名
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速
道
路

西名阪自
動
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道

西名阪自
動

車

道

テクノパークなら

第二阪奈道路第二阪奈道路

阪

和

自
動
車道

近
畿
自
動
車
道

近
畿
自
動
車
道

中国自動車

道

第二名
神
高
速道
路

第二名
神
高
速道
路

京

都
第
二

外
環

状

道
路

京
都

縦
貫自動車道

奈良県

京都府

兵庫県

滋賀県

大阪府

和歌山県

関西文化
学術研究都市
関西文化
学術研究都市

第

二
京
阪
道
路

南阪奈道
路

南阪奈道
路

京滋バ
イパス

京滋バ
イパス

【拠点開発プロジェクトの支援】 

京阪奈丘陵に位置する関西文化学術研究都市と五條市に位置する

インテリジェント工業団地「テクノパークなら」が京奈和自動車道

で結ばれることにより、相互の利便性が高まり、奈良県の活性化に

つながります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
テクノパークなら

五條北ＩＣ

エルベタウン

至 京都

関西文化学術研究都市（高山地区）



 19

【交通安全の確保】 

大和御所道路は、一般道路よりも事故の少ない自動車専用道路で

す。交通事故の少ない自動車専用道路の整備により、安全な走行を

確保します。 
 
※高速道路の事故率は死者数事故率で一般国道（直轄）の１／４、負傷者数事故率では全道路
の１／１０となっています。 

 
 
 
 
 
 
 

（出典：平成１７年度道路交通センサス） 
 

【災害時の交通確保】 

一般国道２４号は現在、第一次緊

急輸送道路として指定されていま

すが、慢性的な交通混雑により緊急

時にその機能が発揮できない恐れ

があります。 
また、緊急時の規制等により周辺

道路の交通混雑の悪化が懸念され

ています。 
大和御所道路の整備により一般

国道２４号の交通混雑が緩和され、

緊急輸送道路として機能が向上し

ます。 
また、大和御所道路は地震に強い

構造となっているため、災害時でも

確実に緊急輸送道路として機能す

る道路です。 
 
※大和御所道路はＭ７クラス（兵庫県南部
地震など）の地震を考慮して設計して
います。 

死亡者数事故率

0.55

2.24

0.00 0.50 1.00 1.50 2.00 2.50

高速道路

一般国道
（直轄）

負傷者数事故率

13.6

137.9

0 20 40 60 80 100 120 140 160

高速道路

一般国道
（直轄）

奈良県

大阪府

京都府

滋賀県

和歌山県

大
和
御
所
道

緊急輸送道路網

（人/億台キロ） （人/億台キロ）

約１／４ 約１／１０ 

  ：第１次緊急輸送道路

  ：第２次緊急輸送道路
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路  線  名 一般国道２４号 

事  業  名 大和御所道路 

延 長 ２７．２ｋｍ 
 
□便益 
 走 行 時 間 

短 縮 便 益 

走 行 経 費

減 少 便 益

交 通 事 故

減 少 便 益
合 計 

基 準 年 平成１８年度 

基 準 年 

に お け る 

現 在 価 値 

30,154 億円 989 億円 218 億円 31,361 億円 ･･･（Ｂ） 

 
□費用 
 事 業 費 維 持 管 理 費 合 計 

基 準 年 平成１８年度 

単 純 合 計 4,411 億円 715 億円 5,127 億円 

基 準 年 

に お け る 

現 在 価 値 

4,760 億円 249 億円 5,009 億円 ･･･（Ｃ） 

 
□算定結果 
費用便益比（ＣＢＲ） 

Ｂ／Ｃ＝               

   ＝ ６．３ 

 
 

費用便益分析の結果（事業全体） 

 便益の現在価値の合計（Ｂ） 

 費用の現在価値の合計（Ｃ） 

３１，３６１億円 
 ５，００９億円 

＝
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路  線  名 一般国道２４号 

事  業  名 大和御所道路 

延 長 ２７．２ｋｍ 
 
□便益 
 走 行 時 間 

短 縮 便 益 

走 行 経 費

減 少 便 益

交 通 事 故

減 少 便 益
合 計 

基 準 年 平成１８年度 

基 準 年 

に お け る 

現 在 価 値 

15,208 億円 551 億円 132 億円 15,890 億円 ･･･（Ｂ） 

 
□費用 
 事 業 費 維 持 管 理 費 合 計 

基 準 年 平成１８年度 

単 純 合 計 1,900 億円 715 億円 2,615 億円 

基 準 年 

に お け る 

現 在 価 値 

1,524 億円 249 億円 1,772 億円 ･･･（Ｃ） 

 
□算定結果 
費用便益比（ＣＢＲ） 

Ｂ／Ｃ＝               

   ＝ ９．０ 

 
 

費用便益分析の結果（残事業のみ） 

 便益の現在価値の合計（Ｂ） 

 費用の現在価値の合計（Ｃ） 

１５，８９０億円 
 １，７７２億円 

＝
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本道路の計画にあたっては、交通需要状況、周辺の土地利用状況、

主要幹線道路等との接続、経済性等を勘案し選定したものであること、

さらに、全線において約９割の用地取得を行っており、平成６年度よ

り工事着手していることから、引き続き現計画に基づき事業を推進し

ます。 

 平成１８年４月に開通した大和区間（郡山南ＩＣ～橿原北ＩＣ）で

は、新たな工法の採用や現場内における施工の工夫等により、コスト

縮減を図りました。 

 今後、残る区間の施工にあたっては、周辺環境の保全とともに、新

技術等の積極的な活用、建設発生土を近くの本道路内の改良工事へ活

用することなどによりコスト縮減に努めます。また、工事における品

質の向上によるライフサイクルコストの低減などの観点でも、コスト

縮減に取り組み、総合的なコスト縮減を図ります。 

 
 
 
 
 
 

コスト縮減や代替案立案等の可能性 
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（１）事業の必要性等に関する視点からの見解 

・ 大和平野は、南北方向の交通量に比べ道路が少なく、事業区間の現道は

慢性的に渋滞が発生しています。中でも、本道路の北側の区間（大和区

間）の現道においては、主要渋滞ポイントが９ヶ所もあり、抜本的な対

策が必要となっています。 

・ 関西文化学術研究都市を始めとする、様々なプロジェクトを支援するこ

とで、地域の活性化及び新しい産業を生み出すことに寄与します。 

・ 費用対効果は、Ｂ／Ｃ＝６．３で、効果を見込める値となっております。 

（２）事業の進捗の見込みの視点からの見解（平成１７年度末現在） 

用地進捗率は全体で約９割完了しており、大和区間においては平成１８年

４月１５日に、既供用の一般部を活用しながら専用部（郡山南ＩＣ～橿原北

ＩＣ間）の部分供用を行ったところです。（事業進捗率約５割） 

今後は残用地の取得を進めるとともに平成１８年度より御所区間の工事

に着手し、早期に効果が発揮できるように整備を進めて参ります。 

（３）コスト縮減や代替案立案等の可能性による視点からの見解 

本道路の計画にあたっては、交通需要状況、周辺の土地利用状況、主要幹

線道路等との接続、経済性等を勘案し選定したものであること、さらに、全

線において約９割の用地を取得しており、さらに、平成１８年４月１５日に

は大和区間の部分供用を行っていることから、引き続き現計画に基づき事業

を推進します。 

施工にあたっては、周辺環境の保全とともに、新技術等の積極的な活用、

建設発生土を近くの本道路内の改良工事へ活用することなどによりコスト

縮減に努めます。また、工事における品質の向上によるライフサイクルコス

トの低減などの観点でも、コスト縮減に取り組み、総合的なコスト縮減を図

ります。 

◇ 対応方針 
【事業継続】 

本道路は、大和平野の交通の円滑化に資するとともに、関西圏の外郭環状

道路を形成する高規格幹線道路です。このため、奈良県を始めとする各種団

体より早期完成が望まれています。また、平成１８年４月１５日の大和区間

の供用により、現道２４号の渋滞緩和が図られており、引き続き、残る事業

について段階的な整備を図り、早期に効果が発揮できるように整備を進めて

いく予定です。 

対  応  方  針 
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チェックリスト 



事業再評価に係る資料 

事業名 一般国道２４号 大和
やまと

御所
ご せ

道路 事業種別 高規格 B 

起終点 
起点）奈良

な ら

県大和郡山
やまとこおりやま

市伊豆
い ず

七条
しちじょう

町 

終点）奈良
な ら

県五條
ごじょう

市居傳
い で

町 
延長 ２７.２km

事業化 平成４年度 都市計画決定 平成８年度 

用地着手 平成４年度 工事着手 平成６年度 

事
業
の
概
要 

全体事業費 約４，６００億円 

事
業
の
目
的 

京奈和自動車道は、京都、奈良、和歌山を結ぶ延長約１２０ｋｍの高規

格幹線道路であり、関西都市圏外周部の環状交通体系を形成するとともに、

拠点都市の時間短縮を図り連携することで、一体的な近畿圏の形成に寄与

している。大和御所道路は京奈和自動車道の一部を構成し、近年の交通需

要に対応し、地域の活性化を目的として計画されている。 

位 
 
 
 
 

置 
 
 
 
 

図 



事業名 一般国道２４号 大和
やまと

御所
ご せ

道路 事業種別 高規格 B 

執行済み額 事業費：約２，４５０億円（進捗率５３％） 

事業の進捗状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

・昭和４７年度 事業化  橿原
かしはら

バイパス L=13.8km 

・昭和４８年度 都市計画決定 橿原バイパス(3 種 1 級) 

・昭和 58･59 年度 L=5.7km 供用（田原本町
たわらもとちょう

十六面
じゅうろくせん

～橿原市曲
まわり

川
かわ

町
ちょう

）

・平成 元年度 「京奈和自動車道」として基本計画決定 

・平成 ３年度 都市計画決定（御所区間 1 種 2 級） 

・平成 ４年度 事業化・用地着手 

・平成 ６年度 工事着手 

・平成 ８年度 都市計画変更（大和区間 1 種 2 級） 

・平成 16 年 3 月 一般部 L=1.4km 供用(橿原市曲川町～新堂
しんどう

町
ちょう

) 

・平成 18 年 4 月 専用部 L=7.8km 供用(郡山南 IC～橿原北 IC) 

                一般部 L=1.7km 供用 

          (大和郡山市伊豆
い ず

七条
しちじょう

町
ちょう

～天理市二階堂
にかいどう

北菅田
きたすがた

町
ちょう

) 

・平成 18 年 8 月 一般部 L=0.5km 供用 

        （天理市二階堂町北菅田町～天理市二階堂町南菅田
みなみすがた

町
ちょう

）

【調査・設計・施工】 

・用地については、事業対象面積の約８６％が用地買収完了。 

・現在残る用地買収について継続して地元と交渉中。 

供用目標等今後の事業の見通し  

事 
 
 

業 
 
 

の 
 
 

進 
 
 

捗 
 
 

状 
 
 

況 

今後とも、引き続き事業を推進し、早期全線供用を目指す。 

・
原
橿

・
原
橿

北宇智工業団地

テクノパークなら

川西町

天理市
桜井市

橿原市

葛城市

御所市

高取町

大淀町 下市町

明日香村

大和高田市

安堵町

三宅町

広陵町

上牧町

王寺町

斑鳩町

大和郡山市

香芝市

田原本町

奈良県

河合町

Ｎ

主要地方道
国　道
大和御所道路(事業中)
大和御所道路(既供用)

凡 例
天理ＩＣ

郡山ＩＣ

香芝ＩＣ

葛城ＩＣ

法隆寺ＩＣ

一般部供用 L=0.5km
平成 18年 8月 28日

大和御所道路 Ｌ=２７．２km 

大和区間 Ｌ=１３．８km 御所区間 Ｌ=１３．４km 

至 京都 

至 和歌山

(

終)
 

五ご

條
じ
ょ
う

市し

居
傳

い

で

町
ち
ょ
う 

(

起)
 

大
和
郡
山
市

や
ま
と
こ
お
り
や
ま
し 

伊
豆

い

ず

七
条

し
ち
じ
ょ
う

町
ち
ょ
う 

橿原バイパス部
既供用 L=5.7km(一般部)

平成 8年 11月 22日 
都市計画決定(変更) L=13.8km

平成 3年 7月 19日 
都市計画決定 L=13.4km 

平成４年度 事業化 L=27.2km

工事推進 用地買収・設計協議推進 

一般部供用 L=1.4km

平成 16年 3月 20日
専用部供用 L=7.8km

平成 18年 4月 15日

一般部供用 L=1.7km 
平成 18年 4月 15日 



事業名 一般国道２４号 大和
やまと

御所
ご せ

道路 事業種別 高規格 B 

事 
 
 

業 
 
 

を 
 
 

め 
 
 

ぐ 
 
 

る 
 
 

社 
 
 

会 
 
 

情 
 
 

勢 
 
 

等 

客観的評価指標 
● 並行区間等の年間渋滞損失時間（人・時間）及び削減率 

■並行区間等における混雑時旅行速度が20km/h未満である区間の旅行

速度の改善が期待される 

■並行区間等に、当該路線の整備により利便性の向上が期待できるバス

路線が存在する又は新たなバス路線が期待できる 

■新幹線駅へのアクセス向上が見込まれる 

円滑なモビ

リティの確

保 

■第一種空港、第二種空港、第三種空港もしくは共用飛行場へのアクセ

ス向上が見込まれる 

■特定重要港湾もしくは国際コンテナ航路の発着港湾へのアクセス向

上が見込まれる 

物流効率化

の支援 

■農林水産業を主体とする地域から大都市圏への農林水産品の流通の

利便性向上が見込まれる 

□都市再生プロジェクトを支援する事業である 

■三大都市圏の環状道路を形成する 

都市の再生 

■市街地再開発、区画整理等の沿道まちづくりとの連携あり 

■当該路線が新たに拠点都市間を高規格幹線道路で連絡するルートを

構成する 

■当該路線が隣接した日常活動圏中心都市間を最短時間で連絡する路

線を構成する 

国土・地域

ネットワー

クの構築 

■日常活動圏中心都市へのアクセス向上が見込まれる 

■拠点開発プロジェクト、地域連携プロジェクト、大規模イベントを支

援する 

■IC等からのアクセスが向上する主要な観光地が存在する 

１．活力 

個性ある地

域の形成 

□新規整備の公共公益施設へ直結する道路である 

２．暮らし 安全で安心

できるくら

しの確保 

■三次医療施設へのアクセス向上が見込まれる 

安全な生活

環境の確保 

□並行区間等に死傷事故率が500件/億台キロ以上である区間が存する

場合において、交通量の減少により当該区間の安全性の向上が期待で

きる 

■対象区間が、都道府県地域防災計画、緊急輸送道路ネットワーク計画

又は地震対策緊急整備事業計画に位置づけがある、又は地震防災緊急

事業五ヶ年計画に位置づけのある路線（以下「緊急輸送道路」という）

として位置づけあり 

■緊急輸送道路が通行止になった場合に大幅な迂回を強いられる区間

の代替路線を形成する 

□並行する高速ネットワークの代替路線として機能する 

３．安全 

災害への備

え 

□並行区間等の事前通行規制区間、特殊通行規制区間又は冬期交通障害

区間の代替路線を形成する 

地球環境の 

保全 
●対象道路の整備により削減される自動車からのCO2排出量 

●並行区間等における自動車からのNO2排出削減率 

●並行区間等における自動車からのSPM排出削減率 

□並行区間等で騒音レベルが夜間要請限度を超過している区間につい

て、新たに要請限度を下回ることが期待される区間がある 

４．環境 

生活環境の

改善・保全 

□その他、環境や景観上の効果が期待される 

他のプロジ
ェクトとの
関係 

■他機関との連携プログラムに位置づけられている 
５．その他 

その他 
■その他、対象地域や事業に固有の事情等、以上の項目に属さない効果

が期待される  



事業名 一般国道２４号 大和
やまと

御所
ご せ

道路 事業種別 高規格 B 

再評価実施時点における評価指標該当項目（定量的評価指

標） 
 

１．活力 ～円滑なモビリティの確保～ 

○現道等の年間渋滞損失時間（人・時間）及び削減率 

・国道２４号等の渋滞損失時間は３１，９５９万人・時間／年である。

・当該事業により、渋滞損失時間は３０，９６３万人・時間／年とな

り、約３％が削減される。 

 

４．環境 ～地球環境の保全～ 

○対象道路の整備により削減される自動車からのＣＯ２排出量 

・国道２４号等のＣＯ２排出量は約４，２７３万ｔ／年である。 

・ 当該事業により、ＣＯ２の排出量は約４，２５６万ｔ／年となり、

約０．４％削減される。 

 

４．環境 ～生活環境の改善・保全～ 

○現道等における自動車からのＮＯ２排出削減率 

・国道２４号の現道区間のＮＯ２の排出量は約４４４ｔである。 

・当該事業により、ＮＯ２の排出量は約１０８ｔ／年となり、約７６％

削減される。 

○現道等における自動車からのＳＰＭ排出削減率 

・国道２４号の現道区間のＳＰＭの排出量は約４４ｔである。 

・当該事業により、ＳＰＭの排出量は約１０ｔ／年となり、約７６％

削減される。 

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等  

事 

業 

を 

め 

ぐ 

る 

社 

会 

情 

勢 
等 

 大和御所道路の沿線の人口は、近年減少傾向にあり、沿線地域の活性化

が求められている。また、沿線地域における人口千人あたりの自動車保有

台数は、近畿平均値を上回っており、自動車への依存度が高い地域である。

事
業
採
択
時
の
費
用
対 

効
果
分
析
の
要
因
の
変
化 

【事業全体】 

○現在の費用便益比：Ｂ／Ｃ＝６．３ 

（基準年次：平成１８年、検討年次４０年間で算出） 

【残事業】 

○現在の費用便益比：Ｂ／Ｃ＝９．０ 

（基準年次：平成１８年、検討年次４０年間で算出） 



コ
ス
ト
縮
減
や
代
替
案 

立
案
等
の
可
能
性 

本道路の計画にあたっては、交通需要状況、周辺の土地利用状況、主要

幹線道路等との接続、経済性等を勘案し、道路構造を選定したものである

こと、さらに、全線において約９割の用地を取得しており、平成１８年４

月１５日には大和区間の部分供用を行っていることから、引き続き現計画

に基づき事業を推進する。 

施工にあたっては、周辺環境保全とともに、新技術等の積極的な活用、建

設発生土を近くの本道路内の改良工事へ活用することなどによりコスト

縮減に努める。 

地
方
公
共
団
体
等
の
意
見 

平成１８年５月 京奈和自動車道整備促進期成同盟会が関係各機関に整

備促進の要望 

 

平成１８年７月 京奈和自動車道建設促進奈良県民会議が関係各機関に

大和御所道路の事業促進を要望 

 

平成１８年７月 京奈和自動車道建設促進協議会が関係各機関に大和御

所道路の整備促進を要望 

対 

応 

方 

針 

（原 案）事業継続 
（理 由） 
 本道路は、大和平野の交通の円滑化に資するとともに、関西圏の外

郭環状道路を形成する高規格幹線道路である。このため、奈良県を始

めとする各種団体より早期完成が望まれている。また、平成１８年４

月１５日の大和区間の供用により、現道２４号の渋滞緩和が図られて

おり、引き続き残る事業について段階的な整備を図り、早期に効果が

発現出来るように整備を進めていく予定である。 

 


